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他科の先生に
知って欲しい 皮膚科編⑮

アトピー性皮膚炎治療の最近の話題

 西川原皮膚科院長　辻　　　和　英

　皮膚科領域では、特に尋常性乾癬に対する治療が、この10年で目覚ましい
進歩を遂げてきました。インフリキシマブ、アダリムマブ、ウステキヌマブ、
セクキヌマブ、イキセキズマブ、ブロダルマブ、グセルクマブなどの生物学
的製剤やアプレミラスト内服薬などの新薬も登場し、この数年で乾癬の治療
は劇的に変貌を遂げました。一方、アトピー性皮膚炎（AD）の治療は、薬物
療法は、従来のステロイド外用薬とタクロリムス軟膏を中心とする外用療法

と抗アレルギー剤内服、紫外線治療と2008年にシクロスポリン（ネオーラル®）の内服治療が保
険診療で認可されて以来大きな治療の変化はありませんでした。軽症の場合は、あまり問題にな
らないのですが、重症のAD患者さんでは、長期ステロイドによる皮膚萎縮、シクロスポリン内
服による腎機能障害、血圧の上昇や長期使用ができないといった問題点もあり治療に難渋するこ
とがあります。全身に１日２回ステロイド外用を行う患者さんの苦労は大変なもので、痒みや痒
みによる睡眠障害といった症状から直接生じる負荷に加え、皮膚病変による見た目の問題とそれ
らに起因する精神状態への影響なども含めると、疾病負荷が極めて大きい疾患です。それらの負
荷は、仕事や学業をはじめ、人間関係や恋愛関係など患者さんの生活に幅広く影響します。その
ような疾患背景の中、2018年春から生物学的製剤であるAD治療薬デュピルマブ（デュピクセン
ト®）が登場しました。尋常性乾癬の生物学的製剤治療に続き、ADで、より特異的に疾患をコン
トロールする薬剤の登場でした。
　ADの悪化要因として、フィラグラン遺伝子の変異に代表される皮膚のバリア機能障害やTh2
型免疫反応の亢進が病態の形成に関与していると考えられています。デュピクセントは、Th2型
炎症を抑制するヒト型抗ヒトIL- 4/13受容体抗体製剤で、投与開始16週間で、68.9%の患者さん
で75％皮疹が軽快したという治験データがあります。主な副作用は、注射部位反応29例（7.2%）、
頭痛12例（3.0%）、アレルギー性結膜炎７例（1.7%）で、重篤な過敏症が生じる可能性もありま
すが、現時点では１例もアナフィラキシーを生じていないそうです。
　既存の治療では、疾患のコントロールができず、痒みで眠れない日々を過ごしておられた患者
さんには、大変な朗報でした。特に、痒みに対する高い効果があります。
　しかし、問題になるのは、高額な薬剤費です。デュピクセント®は、１本：81,640円で、初回は
２本必要で、薬剤の自己負担額は、３割で48,984円 ２回目以降は、24,492円になります。月２回
の投与が必要ですので、２カ月目以降も毎月48,984円の負担が必要になります。ただし、本年４
月からは、在宅自己注射も可能になりましたので、高額療養費の申請も可能になり、患者さんの
経済的負担は、少し軽くなりそうです。　
　デュピルマブの治療導入には、一定の基準を満たす必要がありますが、新しい治療の選択枝が
できたことは、重症のAD患者さんにとって朗報だと思います。
　利益相反なし
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会員の声 （郡市等医師会から）

クリニック、ドクターと言っても、診療ではありません。
 美作市医師会副会長　塩　路　康　信

　何か趣味についてと考えてはみたものの、趣味と呼ばれる高尚なものは持ち合わせてない。「無
くて七癖」という言葉があるが、それにしても無趣味である。私は普段、万年筆を使って書き物
をする。今使っている、お気に入りの万年筆はプラチナ万年筆の「センチュリー 3776ロジウムフィ
ニッシュ」という逸品。これはプラチナ万年筆が富士山（標高3776ｍ）の頂点を目指してという
思いを込めて開発したセンチュリー 3776のペン先にロジウム処理を施した代物である。国産の万
年筆が好きで、パイロット万年筆、セーラー万年筆なども、使っていたが、プラチナ万年筆のニ
ブ（ペン先）が大型で格好がいいことにひかれ、２年前からメーンの万年筆として使っている。
万年筆はいい。書き味がいい。書くことが楽しくなる。
　ところで、ペンクリニック、ペンドクターという言葉をご存じであろうか。万年筆のクリニック、
ドクターのことである。書き味の悪くなった、または落としたりして壊してしまった万年筆を「治
療」する専門家である。書き味の悪くなった万年筆を診てもらうために、最近このペンクリニッ
クに行ってみた。行ってみると、ペンドクターは、白衣を着て、座っていた。かなりの御歳であ
る。そろりそろりと近づいた。「どれ、みせてみなさい。」と威圧的な態度で差し出した手は、指
先にインクが染みついている凄腕の職人の手をしていた。私の万年筆の持ち方をチェックした後、
なにやらルーペでペン先をのぞき込み、スリットの部分を開いたりしたかと思えば、サンドペー
パー（非常に目の細かいものらしい）で、ゴリゴリこすり始めた。「そんなことして大丈夫か？」
と不安げな私を横目に「あなたは、万年筆の最高の状態を知らないで使っているはずだ」と。今
から最高と呼ばれるものをお見せしましょうと言わんばかりに、さらにゴリゴリ、こすり始めた。
サンドペーパーの上を書きなぐっているような仕草もあった。「ほれ、書いてみなさい」と言っ
て渡された万年筆は、「すげーっ！」って叫びたくなるような書き味に復活というか進化を遂げ
ていた。「また、何かあったら、来なさい」といって微笑むペンドクター。「先生っ（と思わず言っ
てしまった）！お代は？」「ふふっ、無料だよ。」と。もちろん２本まで無料と書いてあったので、
無料なのはわかって来ているのだが…。私が研修医の頃、こんな感じの先生がいた。強面で近寄
りがたい先生でよく怒られたけど、妙にやさしい一面があった先生だった。ペンドクターに会っ
て、昔のことがよみがえった、という一日だった。
　私が万年筆で書き物をしているところを息子が覗き込んできて、自分も万年筆が欲しいと言い
出した。しょうがないので、遠いけど岡山の天満屋まで、出かけた。国産のプラチナ万年筆やセー
ラー万年筆、パイロット万年筆を勧めたが、デザイン性からWatermanの万年筆（フランス製）
を選んだ。大変気に入って、喜んで書き物をしているようだ。最近、字を書くという作業が減り、
キーボードを使うことが多くなっている中、いっぱい字を書いてほしい、という、ささやかな親
の願いが、財布のひもを緩めてしまった。


